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2 Ma－7 米国産ジャポニカ種銘柄米の炊飯特性について
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食　　物

目的）米国内では、従来より在米邦人などのために食味の良いジャポニカ種の銘柄米が市

販されている。最近国内では新食管法が施行され、外国産のジャポニカ米の輸入も可能に

なった。しかし、消費者は食味の良い米を求め、国内産米では銘柄指向が強いといわれて

いる。そこで今後国内でも入手可能となるであろうと思われるものや既に入手可能な米国

産ジャポニカ種の銘柄米について国産米と比較するために、次の事項について実験を行っ

た。

方法）試料としては、短粒米のあきたこまちと玉錦、中粒米の田牧米と国宝ローズ（以上

加州産）、短粒米のコシヒカリ（アーカンソー州産）、対照として滋賀県産日本晴を用い

た。米の成分および特性値は一般的な機器測定で求めた。米飯については、テクスチャー

測定と官能検査を行った。

結果）米の白度は、玉錦とあきたこまちは比較的高く肉眼でも白く感じられたが、他は日

本晴とほぼ同程度であった。米の水分は12.3ト1-3.1と日本哨（13.1)よりやや低いものも

あった。米粒構成は、玉錦とコシヒカリは他より砕米割合がやや高かった。たんぱく質含

量は、コシヒカリは最も高く日本晴とほぼ同程度であった。米飯のテクスチャー測定では、

国宝ローズと玉錦がわずかに軟らかい傾向がみられた。米飯の官能検査では、国宝ローズ

と玉錦がやや好まれない傾向であったがほとんど差はなかった。

2 Ma－8 新形質米の調理科学的研究（X）

　一テンシブレツサー･ピスコシティメーターによる白飯の性状一
　　　　　　　共立女大家政○久野三智子　内藤文子　高橋節子

　　　　　　　タケトモ電機　　西洋光輝

　【目的】新形質米にはアミロース含量の異なる米や多収米、香り米など形質に特徴のある

米が各種作出されている。一方、米の食味の評価については物性測定からmac、簡便に評

価する方法が求められている。木報告ではアミロース含量が2o％以下の米を試料として白

飯の性状を明確にとらえるため、テンシプレッサーによる物性測定法について2、3の試み

を行った。また官能評価により食味の特徴をとらえ物性との関連について検討した。

　【方法】試料は平成６年度産新形質米の北陸158号am)、奥羽344号、354号(社駄)および

関東168号(良剔!ﾝﾀｰ)の４種とし、日本晴(giftﾝﾀｰ)を基準米として用いた。物性測定用白飯

はアルミカップに米20gと米重量の1.5倍の水を加え、電機炊飯器を用いて３種を同時に炊

飯した。物性の測定にはテンシプレッサー･ビスコシティメー－ター(ﾀｹﾄ戎馥)を用いて、

集団粒について低･中゛高３段階の圧縮率でそれぞれ２バイト測定を行った。得られた値か

ら硬さ･付着･凝集性･こし･粘り･バランス変の６要素を数値化した。白飯の官能評価は７
　･===-=　==　　　　----。 -　　　　　　--。 ９　　・　　。　　　。　　。。
段階評価法により｢特性評価｣および「嗜好｣について食味特性を検討した。

　【結果】集団粒測定による白飯の硬さおよび袴着性は、高圧縮が低圧縮に比べて試料の差

がより明らかに認められ、官能評価の硬さと粘りの特性項目とよい一致を示した。関東168

号は試料米中最もこしがあり、探系2019から作出された奥羽354号はこしがなく粘りのあ

る米であり、日本晴はこれらの中間の値であった。
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